


バスケを核に地域振興を

この度の計画策定にあたって、長期間にわたりご検討いただいたバ
スケの街づくり推進会議委員の皆様をはじめ、基礎調査や推進会議運
営にご協力いただいた慶應義塾大学研究室「スポーツの街プロジェク
ト」の皆様、基礎調査のヒアリングや実態調査にご協力いただいた関
係各位、そして、ご意見やご提言をお寄せいただくなど計画策定にご
参加いただいたすべての方々に対し、心より感謝を申し上げます。

能代市は、平成元年度からバスケの街づくり事業に取り組んでお
り、15年度からは「新バスケの街のしろ推進計画」を進めてまいりま
した。

これまで、能代市総合体育館や能代山本スポーツリゾートセンター「アリナス」、二ツ井町総
合体育館建設などのハード整備のほか、昭和６３年からスタートした能代カップへの支援、ミニ
バスケットボールの交流大会やクリニック、指導者講習会の開催、また、各種大会への助成や若
手職員によるバスケ動画の配信などを行ってまいりました。

こうした取組により、一定の成果は得られたものの、能代工業高校バスケットボール部の功績
に頼り過ぎていたことから、改めて「バスケの街づくり」のあり方を見直し、新たな計画を策定
したものであります。

バスケの街としての能代の知名度は全国的に高く、市のまちづくりの目玉の一つでありますの
で、市全体で盛り上げていくことが大事であり、地域の皆様とともに考え、連携を図りながら進
めていく必要があると考えております。

本計画では、バスケを核に地域振興を図り、能代に元気を！そして、能代から元気を！という
思いを込め、「バスケでみんなが元気になれる街」を街づくりのビジョンといたしました。街中
がバスケであふれ、名実ともに「バスケの街能代」となるよう新たな推進計画のスタートを切り
ます。

より一層のご支援とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

平成24年３月

能代市長　　齊　藤　滋　宣
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Ⅰ．基本的事項

１．計画策定の経緯と趣旨
能代市には、昭和42年度の埼玉国体で全国初制覇を成し遂げて以来、これまで58回の全国制

覇を誇る能代工業高校バスケットボール部があります。「バスケの街能代」は、この能代工業
高校バスケットボール部の強さに由来しています。

市では、平成元年度から、バスケの街づくり事業に取り組んでおり、バスケットボールを核
にあらゆるスポーツの振興を図り、「誇りと愛着の持てるふるさとの構築」をめざしてきまし
た。

また、平成15年度から、「新バスケの街のしろ推進計画」をスタートさせ、「みんなのチカ
ラで“きらりと光るバスケの街”」を基本姿勢に、競技人口の拡大や能代カップ等への支援、教
室・大会の開催や情報発信などの取組を進めてきました。

平成18年の市町合併後も計画は引き継がれましたが、市の最上位計画である能代市総合計画
が平成20年度からスタートし、社会経済情勢や市民ニーズなども変化してきました。

本市のバスケットボールを取り巻く状況にも変化がみられ、平成19年度の秋田わか杉国体の
開催や平成22年の秋田ノーザンハピネッツのｂｊリーグ参入、平成23年度のインターハイ開催
などがありました。

これを機に、改めて「バスケの街づくり」のあり方を見直し、バスケを核に地域振興を図る
ため、新たな計画を策定するものです。

２．策定にあたっての視点
計画の策定にあたっては、これまでの取組状況などを踏まえ、次の３つの視点で検討を進め

ました。
⑴　「競技力向上」の視点

○能代工業高校バスケットボール部を中心としてハイレベルでいられるように
○地元出身選手が活躍できるように

⑵　「地域活力」の視点
○「バスケの街づくり」を交流人口の増加につなげられるように
○「バスケの街づくり」を地域産業の発展に結びつけられるように

⑶　「市民文化」の視点
○市民や来訪者がバスケに親しみ楽しめるように

○「バスケの街」として能代らしさがあり市民が誇りに思えるように



− 2 −

３．計画の位置付け
バスケの街づくりは、市や市教育委員会をはじめとする行政機関だけが取り組むことで達成

できるものではなく、地域の関係団体等をはじめとする多様な主体の皆さんとともに考え、と
もに連携を図りながら取り組んでいくことで、初めて成し得るものです。

こうした考え方のもとに、各界各層の市民等30人で構成する「能代市バスケの街づくり推進
会議」を設置し、実態調査結果や市民からの意見・提言のほか、推進会議の前に設けた準備会
での検討結果や、研究機関の調査結果を参考にしながら、計画の検討を進めました。

この計画は、街づくりに参加する各主体の皆さんの実感や活動の実態に基づき推進していく
必要があることから、行政機関が行政事業を管理していくための計画（行政管理の計画）とし
てではなく、地域の皆さんとともに考え、ともに連携を図りながら取り組んでいくための計画
（地域協働の計画）として位置付けします。

４．計画の名称と期間
計画の名称は、「能代市バスケの街づくり推進計画」とします。
計画の期間は、平成24（2012）年度から平成33（2021）年度までの10年間とします。

５．計画の構成
バスケの街づくりに関する基本計画として、次の３つの層で構成します。

⑴　街づくりのビジョン
10年後の将来像として、めざす街の姿を表します。

⑵　街づくりのゴール
10年後の到達目標として、街づくりのビジョンを実現するために達成したい目標を表しま

す。
⑶　街づくりの取組

10年間の活動・行動として、街づくりのゴールに向かって取り組みたいことを表します。
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Ⅱ．基本計画

１．街づくりのビジョン
バスケといえば能代、誰もがそう思える「バスケの聖地」でありたい、能代市は日本で唯一

のバスケの街になり得ます。
市民、来訪者、そして関係者みんなが、バスケを楽しめる、バスケに親しめる、バスケを極

める、そしてバスケを誇れる、バスケを通じてみんなが元気になれる街をめざし、「バスケで
みんなが元気になれる街」を街づくりのビジョンとします。

このビジョンには、バスケをきっかけとして、街に活気が生まれ、街なかのにぎわいを創出
し、能代から全国に向けて元気を発信できるような街をめざしたい、という思いが込められて
います。

また、このビジョンは、競技的効果（競技力の向上、育成と普及）、経済的効果（地域経済
の活性化、街への還元）、そして社会的効果（地域の魅力向上、街づくり主体の多様化と協
働）によって実現できる街の姿としてとらえます。

街づくりのビジョン　　バスケでみんなが元気になれる街

２．街づくりのゴール
街づくりのビジョンを実現するため、次の４つを街づくりのゴールとします。

街づくりのゴール　　⑴　本物のバスケに触れられること

「バスケの街能代」は、能代工業高校バスケットボール部の栄光に支えられてきました。そ
の栄光の歴史と、「バスケットボール王国」とも呼ばれる秋田県のバスケの文化が、「秋田に
プロバスケチームを！」という活動に結び付いたことで、新たに県民球団として秋田ノーザン
ハピネッツが誕生し、能代工業高校バスケットボール部ＯＢも選手やスタッフとして、チーム
の一員となって活躍しています。

市民にとって、特に子ども達にとって、こうした本格的なバスケに触れられる貴重な機会を
得られること、そして、能代工業高校バスケットボール部や秋田ノーザンハピネッツに憧れを
持つ、次代を担う子ども達の、バスケに対する情熱と挑戦の心を育んでいくことが大事です。
そのためにはまた、これらのチームを地域全体で支えていくことが望まれます。

こうしたことを踏まえ、街づくりのゴールの１つ目を「本物のバスケに触れられること」と
し、ゴールを構成する要素を「最高峰のバスケを体感できる環境があること」「各カテゴリー
に全国レベルの強いバスケがあること」とします。

〈ゴールの構成要素〉
○最高峰のバスケを体感できる環境があること
○各カテゴリーに全国レベルの強いバスケがあること
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街づくりのゴール　　⑵　バスケで誰でも集えること

スポーツの振興には「する」「みる」「支える」の３つの側面があり、この３つの層がバラ
ンスよく増えていかないと、結局は「する」人も増えないといわれています。バスケットボー
ルにおいても、この「する」「みる」「支える」のそれぞれの楽しさや喜びを広めていくこと
が大事です。

また、生涯スポーツや健康増進などの観点からバスケを気軽に楽しめる環境や、バスケとい
うキーワードを通じて、誰でも参加でき、集い、そして語り合えるような、交流できる環境が
望まれます。

こうしたことを踏まえ、街づくりのゴールの２つ目を「バスケで誰でも集えること」とし、
ゴールを構成する要素を「バスケを通じて集まることができ、交流できる環境があること」
「バスケに関連するイベントや大会が年間を通じて開催されていること」とします。

〈ゴールの構成要素〉
○バスケを通じて集まることができ、交流できる環境があること
○バスケに関連するイベントや大会が年間を通じて開催されていること

街づくりのゴール　　⑶　バスケで地域が潤えること

これまで、「バスケの街能代」の知名度を活かして、商標登録によるグッズやお菓子などの
商品化や、本格的にスポーツ合宿ができる施設である能代山本スポーツリゾートセンター「ア
リナス」の運営など、民間、行政がそれぞれ取り組んできました。その結果、グッズやお菓子
などはお土産品として定着しているものもあり、また、アリナスは年間約20万人が利用するな
ど、一定の成果はありましたが、地域経済に結び付いていないのが現状です。

今後、バスケに関連して経済活動が生まれ、そして、バスケの街づくりに貢献できるような
環境づくりが望まれます。

こうしたことを踏まえ、街づくりのゴールの３つ目を「バスケで地域が潤えること」とし、
ゴールを構成する要素を「バスケに関連して経済活動が生まれること」「バスケに関連した経
済活動が行われやすい環境があること」とします。

〈ゴールの構成要素〉
○バスケに関連して経済活動が生まれること
○バスケに関連した経済活動が行われやすい環境があること
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街づくりのゴール　　⑷　バスケが街なかで感じられること

これまで、「バスケの街能代」を盛り上げるため、民間、行政がそれぞれバスケ関連のデザ
インをいろいろな形で用いるなど、バスケの街をＰＲしてきたことで、街なかにバスケ関連の
ものが増えてきましたが、日常的に感じられるところまで至っていないのが現状です。

今後、さらに「バスケの街能代」が市民の間で広く共有され、地域の中にさまざまな形でバ
スケが根付いて日常の一コマとなり、街なかにバスケが自然に存在するようになること、そし
て、バスケに関する情報が日常的に得られるようになることが望まれます。

こうしたことを踏まえ、街づくりのゴールの４つ目を「バスケが街なかで感じられること」
とし、ゴールを構成する要素を「いつでも、どこでも、バスケについて接することができるこ
と」「バスケに関する情報を得られる環境があること」とします。

〈ゴールの構成要素〉
○いつでも、どこでも、バスケについて接することができること
○バスケに関する情報を得られる環境があること

○街づくりの総合指標
ゴール全体の到達度を測るための目安とする指標として、「街づくりの総合指標」を位置付

けし、各主体の皆さんの実感や活動の実態に基づく目標値「めざそう値」を設定します。
「めざそう値」の設定年次は、能代カップ高校選抜バスケットボール大会が第30回大会を迎

え、能代工業高校バスケットボール部全国初制覇から50年目となる６年後（平成29年度）と、
計画期間である10年後（平成33年度）とします。

この「めざそう値」については、各ゴールの到達度を測るための目安とする指標「街づくり
の指標」とともに、取組を進めていく中で順次、検討・設定していきます。

【街づくりの総合指標】



− 6 −

３．街づくりの取組
街づくりのゴールに向かって取り組みたいことについて、ゴールごとに次の構成により表し

ます。

○街づくり関連情報
街づくりの取組に関わる参考事項等について、街づくり関連情報として掲載します。

○街づくりの取組
「能代市バスケの街づくり推進会議」の提言を踏まえ、ゴールごとに取組を掲載します。
取組が複数のゴールに関連する場合は、主たるゴール１つに掲載します。
取組ごとに、「取組の方向」「取組の概要」「効果を上げたい取組・実現させたい取組」

「望ましい実施主体」をそれぞれ掲載します。「効果を上げたい取組・実現させたい取組」に
ついては、実現度等を勘案して「３年（短期）」「６年（中期）」「10年（長期）」に期間を
区分します。

また、各取組の脚注に「推進上の留意事項」として、推進会議での参考意見や推進上の参考
事項等を掲載します。

実施主体については、おおむね次のような区分としています。
・行政機関：主に市や市教育委員会。国・県等を含む。
・民間・ＮＰＯ等：民間の事業者、ＮＰＯや類する団体。
・競技団体：主にバスケットボール協会やミニバスケットボール連盟、中学校体育連盟専門

部等。
・商工・観光団体等：主に商工会議所・商工会や商店会、観光協会やホテル旅館組合等。
・学校・学生等：各学校や学生等。
・市民・有志等：バスケの街づくりに賛同する市民や有志等。
・合宿関係施設：アリナスや各ホテル・旅館・民宿等。

○街づくりの指標
各ゴールの到達度を測るための目安とする指標として、「街づくりの指標」を位置付けし、

街づくりのゴールにおける「街づくりの総合指標」とともに、取組を進めていく中で順次、
「めざそう値」を検討・設定していきます。

ただし、既存の仕組みや取組がないことなどが理由で、指標自体を取ることができないもの
が多いことから、指標項目は例示にとどめ、取組を進めていく中で順次、検討・設定していき
ます。
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Ⅲ．計画の推進

１．取組の効果的な展開
バスケの街づくりに限ったことではありませんが、さまざまな面において資源は限られてい

るため、取組を進める上で、その有効活用を図ります。
また、取組を進めるにあたっては、複数のゴールを意識して取り組むなど、より効果が高ま

るよう努めるとともに、複数の取組を組み合わせることで、複数のゴールに相乗効果を生み出
すなど、取組の効果的な展開を図ります。

２．計画の点検と推進
この計画は、ＰＤＣＡサイクル（Plan→Do→Check→Action）によりローリングしていく

ものとし、計画を点検しながら次の取組の展開につなげていきます。
計画の点検は、バスケの街づくりに係る活動の実態と、基本計画の中で設定する「街づくり

の総合指標」「街づくりの指標」を組み合わせて行います。
これらの指標は、目標達成の可否判定のためではなく、計画の到達度を点検することによっ

て、各主体の次の取組につなげるためのものとして位置付けします。
以上を踏まえて、計画を定期的に点検し、その推進を図るため、関係者等で構成する推進組

織を設置し、関係者等相互の情報の共有と取組の連携を図るとともに、指標項目や「めざそう
値」の検討を行っていきます。

また、計画の点検と推進にあたっては、大学等研究機関との連携を図ります。

３．市の推進体制
バスケの街づくりは、継続的かつ複合的に進めていくことが重要であり、バスケの街づくり

を総括し、情報を集約しながら一元的に推進していく必要があることから、市の企画部門に専
任体制を設け、バスケの街づくりの核となる部署として位置付けします。

また、スポーツ振興部門及び中心市街地活性化部門については、バスケの街づくりに大きく
関わる重要な部門であることから、バスケの街づくりを中心的に推進する部署として位置付け
します。

さらに、全庁的に推進していくため、関係部署等との連携を図ります。
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Ⅰ．計画策定の経過



− 24 −

Ⅱ．計画の策定体制
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Ⅲ．（仮称）能代市バスケの街づくり推進計画の策定に関する提言書

（仮称）能代市バスケの街づくり推進計画の策定に関する提言

能代市バスケの街づくり推進会議は、能代市の「バスケの街づくり」を推進するため、基本計
画の策定に関して市と協働で検討を進めてきました。

その結果を下記のとおり取りまとめましたので、提言します。

記

１　計画の骨子について
市が作成した目指す街の姿「街づくりのビジョン」及びビジョンを実現するために達成した

い目標「街づくりのゴール」についての「計画の骨子」は、会議での検討結果が概ね反映され
ており、妥当である。

２　街づくりの取組について
計画に盛り込みたい「街づくりの取組」については、別紙のとおりである。

３　指標について
計画の到達度を点検するための目安となる目標指標については、計画全体の取組の効果を精

査する必要があるので、計画の成案に合わせて検討していただきたい。

４　計画の推進について
①　計画の到達度を点検しながら推進していくことができるよう、策定後もこの会議のような

組織を設置していただきたい。

②　実施主体の形成は大事であり、民間等の参画を図るための仕組みづくりを検討していただ
きたい。

③　計画は策定だけでなく、実施段階においても市と市民の協働により推進していく必要があ
り、推進体制が大事なので、市の体制についても配慮していただきたい。

平成23年12月９日

能代市長　齊　藤　滋　宣　様

能代市バスケの街づくり推進会議　
委員長　佐　藤　善　勝　　
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（別紙）
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Ⅳ．「バスケの街づくり」新計画の方向性の検討結果

「バスケの街づくり」新計画の方向性の検討結果について

平成23年４月
（仮称）バスケの街づくり推進会議準備会　

１　新計画の方向性の検討にあたって
平成23年度の「バスケの街づくり」新計画の策定にあたり、（仮称）バスケの街づくり推進

会議の準備会として、平成22年10月から平成23年４月にかけて、４回にわたり計画の方向性を
検討した。

検討にあたっては、現行計画の取組状況や目安となる指標、実態調査結果や市民からの意
見・提言などを参考にしながら、「競技力向上」「地域活力」「市民文化」の３つの視点で協
議を進めた。

２　新計画の方向性の検討結果
新計画の方向性として重要と思われるものについて、全般的な事項、３つの視点における事

項として、それぞれ下記のとおり取りまとめた。
なお、検討過程で協議された内容は、別紙のとおりである。

【全般的に重要な事項】
○「情報共有・発信」と「情報拠点」

団体・機関同士が情報を共有して発信する。情報拠点となる場を確保する。
○「推進体制」と「連携」

推進体制（組織）をつくる。団体・機関同士が連携する。
○「能代カップ」の位置づけ

恒例となっている「能代カップ」をまちづくりの観点で位置づけする。

【３つの視点において重要な事項】
○強いバスケ、そのための指導者育成（競技力向上）
○全国にＰＲできるバスケ、そのためのシンボルやキャラクター（地域活力）
○市民が楽しめるバスケ、そのための市民参加のストリートバスケ（市民文化）
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